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1.  平成24年3月期第2四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 1,413 62.3 335 538.0 330 640.5 190 1,012.7
23年3月期第2四半期 870 62.5 52 ― 44 ― 17 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 3,851.63 3,841.15
23年3月期第2四半期 342.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第2四半期 23,327 3,248 13.8 64,837.25
23年3月期 22,428 3,139 13.9 62,763.52
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  3,211百万円 23年3月期  3,112百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
平成24年３月期（予想）配当金は、下記「平成24年３月期の業績予想」に記載の理由により未定であるため、予想配当金についての記載をしておりません。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 1,800.00 1,800.00
24年3月期 ― 0.00
24年3月期（予想） ― ― ―

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
当社の業績は、外国為替市場や株式市場の相場動向や市場流動性等のマーケット環境、ならびに、国内外の経済環境等に大きく左右され、これらの複合
的な影響等について正確な予測をして業績予想を行うことは困難であるため、記載をしておりません。 

                  



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 54,591 株 23年3月期 54,591 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 5,053 株 23年3月期 5,004 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 49,544 株 23年3月期2Q 50,054 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
●業績予想に関して 
 当社は、「３．平成24年３月期の業績予想」に記載のとおり、業績予想の開示に代わる代替手段として、月次ベースで顧客口座数、預り資産残高、並びに
営業収益について、ＴＤnet（適時開示情報伝達システム）を通じて開示しております。 
 
●配当予想金額に関して 
 平成24年３月期配当予想については、業績予想を開示していないため未定ではありますが、配当性向25%を基本方針に、その時々の業績動向や将来見
通し等を総合的に勘案して取り決めたいと考えております。なお、配当予想額については、開示が可能となった時点で速やかに開示いたします。 
 
●投資家向け説明会、説明資料の入手方法等 
 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料、動画等については、開催後速やかに当社ホームページに掲
載する予定です。 
☆☆☆平成23年11月17日（木） ・・・・・ 機関投資家、アナリスト向け決算説明会 
上記説明会の他にも、当社では、個人投資家の皆様向けに適宜、事業・業績等に関する説明会を開催する予定です。開催の予定等については、当社ホー
ムページをご確認ください。 
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、３月に発生した東日本大震災以降に停滞していた生産

活動が徐々に回復の兆しを示しつつありましたが、今夏の電力不足の問題や欧州経済/財政の不安定さ

に起因する株安や歴史的な円高局面等が相俟って、先行きの情勢を見極めるには、まだまだ不透明要素

がふんだんにある状況であります。 

そのような中にあって外国為替市場は、７月の米ドル/円相場は、弱い雇用統計の結果を受けた米国

の景気減速懸念やＦＲＢ議長による追加金融緩和（ＱＥ３）の可能性示唆、欧州債務問題深刻化を受け

たリスク回避の動き等から円高米ドル安に進行すると、月末にはその動きが加速し76円台後半を示現い

たしました。８月に入ると、ＩＳＭ製造業景況指数の悪化を受けて76円台前半まで円高米ドル安に進行

すると、日本政府・日銀による円売り介入の実施により一時80円台まで円安米ドル高に反転いたしまし

たが、米国債の格下げやユーロ圏主要国への債務問題波及等を背景に、世界的な株安、さらには円高へ

の歯止めがかかる兆しもなく、一時75円台後半に米ドル/円が突入する場面もありましたが、月末にか

けては再度の介入警戒感等も相俟って76円台後半まで値を戻しました。９月に入ると、引き続き介入警

戒感の強まりから77円台後半まで円安米ドル高に推移いたしましたが、ＦＲＢが景気の先行きに厳しい

見解を示したことから円ジリ高の展開に変化すると、76円台前半まで円高米ドル安が進行し、そのまま

円高状況が続いた状態で第２四半期末を迎えました。 

米ドル/円以外に目を向けると、７月に117円台からスタートしたユーロ/円は、ＥＣＢの利上げ観測

から小高く推移していましたが、欧州債務問題がスペインやイタリアに波及していくと一時109円台ま

で円高ユーロ安が進行し、８月には108円台を示現いたしました。その後、日本政府・日銀による円売

り介入を受けて一度は114円台まで円安ユーロ高に値を戻したものの、ユーロ圏景気の減速懸念やフラ

ンス国債の格下げ懸念等から再び円高ユーロ安傾向に切り替わると、ギリシャのデフォルト懸念等を背

景に103円台まで加速度的に推移し、債務問題に収束の兆しが見えない中、さらに101円台まで円高ユー

ロ安が進行し、米ドル/円と同様、そのまま円高ユーロ安状態がジリジリと続きました。 

このような状況下において当社は、８月から昨年の最大レバレッジ50倍（証拠金率２％以上）の規制

に続く第２弾となるレバレッジ規制（最大レバレッジ25倍、証拠金率４％以上）がスタートしたことも

あり、預り資産残高に関しては、当社のお客様層の特徴である資産運用としてＦＸ取引を行っているお

客様が、よりゆとりを持った運用環境を構築するために大幅な追加入金を行ったり、また新規のお客様

から順調に取引開始預託金の入金が行われてきたこと等を要因に、第２四半期においてもコンスタント

に増加傾向を示すと、８月には創業来最高となる預り資産残高を更新、さらには９月まで21ヶ月連続し

て預り資産残高が前月比プラスとなる等、規制強化の環境下にも関わらず順調に拡大いたしました。ま

た、震災直後は広告宣伝やＰＲ活動を自粛していたこともあり、第１四半期では新規のお客様の獲得に

苦戦を強いられざるを得ませんでしたが、第２四半期以降は、従来の「Ｍ２Ｊダイレクト」コースと

「Ｍ２Ｊプレミアム」コースを統合して新たに誕生した「Ｍ２ＪＦＸ」という新商品を用いて、資産運

用としてＦＸ取引を行うことを潜在的に希望しているお客様層を対象に重点的にマーケティング戦略等

を展開していった結果、顧客口座数は前年同期末の26,209口座から37,278口座（前年同期末比42.2％

増）へと拡大いたしました。 

 業績面に関しては、第２四半期は総じて円高傾向で、かつボラティリティの低下が見受けられる局面

も多く、さらには８月からは最大レバレッジ25倍の規制が開始されたこともあり、ある一定の取引量の

ダウンは考慮しておかなければならないかとも考えておりましたが、お客様のトレード意欲は旺盛で、

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報
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また、８月の為替介入時にボラティリティが高まり、トラップリピートイフダン(R)をはじめとする、

収益機会を逃さない当社独自の自動発注機能シリーズ等が大きく機能したことで取引高が急増する場面

等もあり、営業収益は1,413,205千円（前年同期比62.3％増）となりました。営業費用に関しては、

「Ｍ２ＪＦＸ」のリリース、８月に実施した顧客区分管理信託の受託先信託銀行の変更やカバー取引先

金融機関の変更・追加等に伴ってシステムを大幅にリニューアルしたことに係る必要コストの計上や、

営業収益の増加に伴うコスト増等も相俟った結果、1,077,966千円（前年同期比31.7％増）となり、営

業利益は335,238千円（前年同期比538.0％増）となりました。営業外収益は、受取利息等の計上により

952千円、営業外費用は、支払利息等の計上により6,035千円となった結果、経常利益は330,155千円

（前年同期比640.5％増）となりました。税引前四半期純利益は330,155千円（前年同期比785.9％

増）、法人税等合計額として139,329千円計上した結果、四半期純利益は190,825千円（前年同期比

1,012.7％増）となりました。 

なお、平成24年３月期第１四半期に係る定性的情報については、平成23年８月５日に開示した『平成

24年３月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）』をご参照ください。  

  

前事業年度末から当第２四半期会計期間末までの財政状態の主な変動としましては、総資産について

は、前事業年度末と比べ898,890千円増加し、23,327,351千円となりました。これは主に、流動資産の

うち現金及び預金が281,375千円減少したことと、前払費用が134,670千円増加したこと、８月に顧客区

分管理信託の受託先信託銀行を変更したこと等に伴い、分別管理信託が1,307,442千円減少し、新たな

勘定科目として外国為替差入担保金を2,205,986千円計上したこと、さらには、有形固定資産が62,202

千円、無形固定資産が119,984千円それぞれ増加したためであります。 

負債総額は前事業年度末と比べて790,047千円増加し、20,078,641千円となりました。これは主に、

流動負債のうち未払金が33,873千円、顧客預り勘定が648,862千円減少し、未払法人税等が58,197千円

増加、また、短期借入金として1,400,000千円、顧客区分管理信託の受託先信託銀行を変更したこと等

に伴う新たな勘定科目として外国為替取引評価勘定を27,196千円計上したこと、さらに、固定負債のう

ち長期借入金が20,000千円減少したことなどによります。 

純資産額は前事業年度末と比べて108,842千円増加し、3,248,709千円となりました。これは主に、配

当金の支払いが89,256千円ありましたが、四半期純利益を190,825千円計上したことで、利益剰余金が

101,569千円増加したこと等によるものであります。 

  

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の四半期末残高は、

前事業年度末と比較して、956,873千円の減少となり、残高は567,872千円となりました。各キャッシ

ュ・フローの状況とその要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を330,155千円、減価償却費を82,334千

円計上したこと、さらに、顧客区分管理信託の受託先信託銀行の変更に伴う信託スキームの変更でカバ

ー取引先金融機関に外国為替差入担保金を2,205,986千円差入れたことや外国為替取引評価勘定(流動負

債)を27,196千円計上したこと、前払費用が134,670千円増加し、未払金が30,488千円減少したこと、ま

（２）財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況

②キャッシュ・フローの状況 

                  

㈱マネースクウェア・ジャパン（8728）平成24年３月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

- 3 -



た、短期差入保証金40,000千円の回収や法人税等の支払いで90,309千円支出したこと等が影響し、

1,975,815千円の減少（前年同期は128,373千円の増加）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による106,565千円の支出と無形固定資

産の取得による161,335千円の支出等により、269,682千円の減少（前年同期は35,311千円の減少）とな

りました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れ実施による1,400,000千円の増加と長期借入金の

返済による20,000千円の支出、配当金の支払いによる89,253千円の支出等により、1,288,813千円の増

加（前年同期は27,777千円の減少）となりました。 

  

当社の業績は、外国為替市場や株式市場等の相場動向や市場流動性等のマーケット環境並びに国内外

の経済環境等に大きく左右され、これらの複合的な影響等について正確な予測を行うことは困難である

ため、業績予想を開示しておりません。また、本年８月からは外国為替証拠金取引に対する証拠金規制

（最大レバレッジ25倍、証拠金率４％以上）が導入されましたが、当社の８－９月の月次概況を見る限

り、今のところ当社の業績等に大きな影響を与えているようには見受けられませんが、将来の予測を行

う際には、十分に考慮される必要があります。 

  

  

該当事項はありません。 

  

１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用 

第１四半期会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成

22年６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４

号 平成22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号

平成22年６月30日）を適用しております。 

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定する

ストック・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストッ

ク・オプションの公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更し

ております。 

 これらの会計基準等を適用しなかった場合の前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益の金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,119,184 1,837,809

分別管理信託 19,678,088 18,370,646

前払費用 11,691 146,362

繰延税金資産 26,127 29,900

外国為替差入担保金 － 2,205,986

その他 42,539 962

流動資産合計 21,877,632 22,591,668

固定資産   

有形固定資産 203,464 265,667

無形固定資産 269,873 389,858

投資その他の資産   

投資有価証券 121,000 121,000

関係会社株式 8,146 8,146

長期前払費用 － 886

差入保証金 68,035 69,308

その他 1,303 1,811

投資損失引当金 △120,995 △120,995

投資その他の資産合計 77,490 80,157

固定資産合計 550,828 735,682

資産合計 22,428,461 23,327,351
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

顧客預り勘定 18,715,556 18,066,693

外国為替取引評価勘定 － 27,196

短期借入金 － 1,400,000

1年内返済予定の長期借入金 40,000 40,000

未払金 166,854 132,980

未払法人税等 96,925 155,122

ポイント引当金 33,128 42,306

その他 5,819 10,078

流動負債合計 19,058,283 19,874,377

固定負債   

長期借入金 160,000 140,000

資産除去債務 61,315 61,712

繰延税金負債 8,995 2,551

固定負債合計 230,310 204,263

負債合計 19,288,594 20,078,641

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,224,005 1,224,005

資本剰余金   

資本準備金 1,129,005 1,129,005

資本剰余金合計 1,129,005 1,129,005

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 934,040 1,035,609

利益剰余金合計 934,040 1,035,609

自己株式 △174,795 △176,712

株主資本合計 3,112,254 3,211,907

新株予約権 27,611 36,802

純資産合計 3,139,866 3,248,709

負債純資産合計 22,428,461 23,327,351
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（２）四半期損益計算書 
 第２四半期累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業収益   

トレーディング損益 870,848 1,413,205

営業収益計 870,848 1,413,205

営業費用   

販売費及び一般管理費 818,306 1,077,966

営業利益 52,541 335,238

営業外収益   

受取利息 2,025 747

助成金収入 1,000 －

その他 317 205

営業外収益合計 3,343 952

営業外費用   

支払利息 － 6,006

投資損失引当金繰入額 11,266 －

支払手数料 － 16

その他 32 11

営業外費用合計 11,298 6,035

経常利益 44,587 330,155

特別利益   

投資有価証券売却益 3,382 －

特別利益合計 3,382 －

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10,701 －

特別損失合計 10,701 －

税引前四半期純利益 37,268 330,155

法人税、住民税及び事業税 680 149,546

法人税等調整額 19,438 △10,216

法人税等合計 20,118 139,329

四半期純利益 17,149 190,825
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 37,268 330,155

減価償却費 44,638 82,334

株式報酬費用 4,296 9,385

投資損失引当金の増減額（△は減少） 11,266 －

受取利息 △2,025 △747

支払利息 － 6,006

ポイント引当金の増減額（△は減少） 5,826 9,178

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △3,382 －

為替差損益（△は益） 200 189

分別管理信託の増減額（△は増加） △2,171,970 631,944

外国為替差入担保金の増減額（△は増加） － △2,205,986

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10,701 －

前払費用の増減額（△は増加） 13,206 △134,670

未払金の増減額（△は減少） 37,900 △30,488

短期差入保証金の増減額（△は増加） △40,000 40,000

顧客預り勘定の増減額（△は減少） 2,175,279 △648,862

外国為替取引評価勘定(流動負債)の増減額(△は
減少)

－ 27,196

その他 2,401 3,993

小計 125,606 △1,880,371

利息の受取額 2,136 889

利息の支払額 － △6,023

法人税等の支払額 △1,028 △90,309

法人税等の還付額 1,657 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 128,373 △1,975,815

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,500,000 △1,500,000

定期預金の払戻による収入 1,500,000 1,500,000

有形固定資産の取得による支出 △10,495 △106,565

無形固定資産の取得による支出 △31,479 △161,335

差入保証金の差入による支出 － △1,273

投資有価証券の売却による収入 6,979 －

その他 △316 △508

投資活動によるキャッシュ・フロー △35,311 △269,682

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 1,400,000

長期借入金の返済による支出 － △20,000

配当金の支払額 △25,030 △89,253

自己株式の取得による支出 △2,747 △1,932

財務活動によるキャッシュ・フロー △27,777 1,288,813

現金及び現金同等物に係る換算差額 △200 △189

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 65,083 △956,873

現金及び現金同等物の期首残高 982,455 1,524,746

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,047,539 567,872
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当第２四半期累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）  

該当事項はありません。 

  

  

当第２四半期累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）  

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適

用しております。 

  

  

当第２四半期累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）  

該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）追加情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前事業年度 

 
  

当事業年度 

 
  

  

４．補足情報

  各四半期会計期間に係る営業収益等

第１四半期
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

第２四半期
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

第３四半期
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

第４四半期
(自 平成23年１月１日
至 平成23年３月31日)

営業収益 (千円) 525,864 344,983 455,627 751,335

営業利益 又は 
営業損失（△）

(千円) 167,150 △114,608 52,488 311,983

経常利益 又は 
経常損失（△）

(千円) 169,171 △124,584 40,461 277,893

税引前 
四半期純利益金額 
または 
四半期純損失金額
（△）

(千円) 158,469 △121,201 40,818 271,710

四半期純利益金額
または 
四半期純損失金額
（△）

(千円) 136,429 △119,279 40,921 202,785

１株当たり 
四半期純利益金額 
または 
四半期純損失金額
（△）

(円) 2,724.89 △2,383.68 820.61 4,071.84

第１四半期
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

第２四半期
(自 平成23年７月１日
至 平成23年９月30日)

営業収益 (千円) 662,432 750,772

営業利益 (千円) 140,688 194,550

経常利益 (千円) 139,941 190,214

税引前 
四半期純利益金額

(千円) 139,941 190,214

四半期純利益金額 (千円) 80,894 109,931

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 1,632.57 2,219.13
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